
























神的機能は 1日のなかでアップ ･ダウンをしている｡ 体温は夕方に最 も高 く,睡眠中に最




































方向 (左右動揺) とY一方向 (前後動揺)の軌跡によって確認し,身体動揺の記録を始め
た ｡
開眼で,眼前約 2mに設置された (+)印の視標を凝視 して直立 した場合を開眼条件,

































































平均速度 : t-2.887 (p<.01)
平均加速度 :t-3.333 (p<.01)






平均速度 : t-4.299 (p<.01)
平均加速度 :t-3.845 (p <.01)
























平均速度 : t-1.102 (p>.05)
平均加速度 :t-1.134 (p>.05)





平均速度 : t-2.713 (p<.05)
74 長崎大学教育学部紀要-教育科学一 第59号
平均加速度 :t-1.479 (p>.05)






























































































は性差なしという結果を得ているのに対 し,菅野 と武谷 (1971)は男性の方が女性 よりも







































































以上の結果か ら, これまで得 られた結果 と異なる点は,女性に関 して,開眼条件にお
ける左右動揺の移動距離の方が前後動揺の移動距離よりも大であるということであった｡
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